
社会福祉施設における
労働災害の防止対策



令和４年 業種別労働災害発生状況（確定値）

出典：労働者死傷病報告

死亡者数 休業４日以上の死傷者数

新型コロナウイルス感染による労働災害は除く
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令和４年 事故の型別労働災害発生状況（確定値）

全産業 社会福祉施設

１３２，３５５人 １２，７８０人

動作の反動・無理
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社会福祉施設における休業4日以上の死傷災害の推移

全死傷者数 転倒災害
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近年の社会福祉施設における労働災害発生件数について



社会福祉施設における転倒災害の態様

•骨折（約70％）

•打撲

•じん帯損傷

•捻挫

•外傷性くも膜下出血

社会福祉施設の転倒災害による平均休

業日数（※労働者死傷病報告による休

業見込日数）

44日

社会福祉施設における転倒災害被災者の性
別・年齢別の割合

転倒災害の状況について



転倒災害はどこで、どのような時に、どのような形で起こるのか？

滑り

事例
・水分のある床面で滑って転倒
（例：浴槽内で湯を入れようとしたとき。入浴後の着替え
中に脱衣所へ移動したとき。洗濯室で洗濯物を取り込むな
どの作業中。床面にこぼれた水や洗剤などによる転倒）
・雨天時において濡れた玄関先、通路、スロープで転倒
・冬季に凍結した通路や地面で転倒



転倒災害はどこで、どのような時に、どのような形で起こるのか？

つまづき

事例
・入浴介助後のファンヒーターのコードや清掃作業後のホース
・車いす専用車両での車いす固定用フックベルト
・居室等に敷いているマットのめくれ
・お茶を持っていくときに近くに置いていた台の脚、夕食片付け
時にテーブルの横に置いてあった歩行器の脚

・自分のはいていたスリッパ
・事務室のコピー機の角や机わきに置いていた段ボール箱



転倒災害はどこで、どのような時に、どのような形で起こるのか？

一見、何も無い場所でも・・・

事例
・利用者を追いかけようと走った時に転倒
・利用者のコールに急いで対応しようとした時に転倒
・早く着替えを済ませようと更衣室に走った時に転倒
・忘れ物に気が付いて勢いよく振り向い時に転倒
・暗い階段を手すりを持たずに走っていた時に転倒
・大きな荷物を持っていたために足元が見えず階段を踏み外す
・加齢による身体機能の低下により通常の通路などにおいて足
がもつれるなどして転倒



転倒による労働災害防止対策について

「４Ｓとは」

「整理」、「整頓」、「清掃」、「清潔」
のことをいいます。普段からのこれらの活動を積極的に行うこと
が重要です。

通路に物を放置しない。用具、介護用品などは決められた場
所に整理する。床の汚れ（水分、油、粉末など）は確実に除
去する。

など転倒災害の原因となる物の解消を図っていきましょう。４Ｓ
活動は労働災害の防止だけではなく作業のしやすさの効果なども
期待できます。

４Ｓ活動の取り組み



取り組み事例

整理整頓掃除によりつまずきの原因となる障害物を除く 使用しないベッドや物品は通路にはみ
出さないように置いている

よく使う消耗品は種類別に取り出
しやすいように収納位置を工夫
している。



転倒による労働災害防止対策について

「見える化」は危険認識や作業上の注意喚起を関係者にわか
りやすく伝えることができます。

ＫＹ活動やヒヤリ・ハット事例の収集

転倒危険場所にステッカーなどの標識の設置
施設内の危険マップの作成

などの取り組みにより、リスクが潜んでいる箇所の洗い出
し、危険情報の共有をして転倒災害を未然に防ぎましょう

転倒危険個所の見える化



取り組み事例

危険箇所の標識の掲示

衝突防止のためのカーブミラー

通行区分（進行
方向）と階段の
段数の表示

作業方法の表記（正しい方法も写真表
記）



取り組み事例

危険マップの作成例



転倒による労働災害防止対策について

転倒災害につながる、滑りやつまづきの原因となる箇所や
状況をひとつひとつ改善する必要があります。

床面の凹凸や段差を解消する（床面や通路の補修も含む）

滑りにくい床材、床材塗装への変更の検討
階段や通路の照度確保
冬季の通路等への融雪剤の使用

などの取り組みにより、転倒災害の危険を解消しましょう。

床面の滑り、つまづきの原因を解消する



取り組み事例

段差の表示と滑り止めマット

マットでつまづかないよう
テープで固定

浴室、脱衣所での滑り止め
マットの導入



取り組み事例

滑りにくい床材の導入
出入口付近の段差をなくし、クッション性のあ
る床材を導入

階段等の照度確保のため人感
センサーライトを設置



転倒による労働災害防止対策について

作業に適した靴の選定
転倒防止のため以下を参考にして作業に適したものを選定する



高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドラインの概略



視聴覚教材の活用



毎日の点検などにより、転倒災害の撲滅を目指しましょう

完


